
 
CT画像から肺全体における肺気腫性変化の割合を計測することによりCOPD（慢性閉

塞性肺疾患）の程度を評価します。 
解析報告書（※）の結果を今後の生活習慣や生活環境の改善に役立てて頂く検査です。 

とは、
従来、慢性気管支炎や肺気腫と呼ばれてきた病気の総称です。タバコ煙を主とする有害物
質を長期に吸入曝露することで生じた肺の炎症性疾患であり、喫煙習慣を背景に中高年
に発症する生活習慣病といえます。 

40 歳以上の人口の 8.6％、約 530 万人の患者が存在すると推定されています（NICE 
study）が、大多数が未診断、未治療の状態であると考えられます。全体では死亡原因の
9位、男性では7位を占めています。（（社）日本呼吸器学会による）） 
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